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第4号様式(第10条関係)                           

会 議 録 (要 旨) 

会 議 名 令和４年度第２回武蔵村山市医療救護所設置検討委員会 

開 催 日 時 令和５年３月１日(水) 午後１時３０分～午後２時３０分 

開 催 場 所 さくらホール１階集会室 

出 席 者 及 び

欠 席 者 

出席者：藤田委員、稲冨委員、木﨑委員、小山委員、宇津木委員、

米津委員、大久保委員、名越委員、西山委員、島田委員、

武蔵村山病院 若松氏 

欠席者：神山委員 

事務局：健康推進課長、健康推進課係長、健康推進課主任、防災安

全課長、防災安全課係長、防災安全課主任 

議 題 

報告事項 

⑴ 第１回武蔵村山市医療救護所設置検討委員会（書面開催）の会

議録について 

議題 

⑴ 武蔵村山市緊急医療救護所活動マニュアルの検討について 

⑵ その他 

結 論 
(決定した方針、残さ

れた問題点、保留事

項等を記載する。) 

議題⑴について 

以下のとおり、課題を整理した。 

・緊急医療救護所の設置に必要な資器材等の検討 

・市で備蓄している医療資器材７点セットの内容の見直し 

・妊産婦の受け入れ体制の検討 

・災害時の市内医療機関等の診療体制回復時期の共有 

・夜間や休診日等に発災した場合の対応など、より具体的なケー

スを想定した行動指針の検討 

・病院職員、市職員及び医師会等からの参集者の役割分担の明確

化、救護所運営体制の構築 

審 議 経 過 
(主な意見等を原則と

し て 発 言 順 に 記 載

し、同一内容は一つ

にまとめる。) 

 

（〇＝委員、 

●＝事務局） 

報告事項 

⑴ 第１回武蔵村山市医療救護所設置検討委員会（書面開催）の会

議録について 

 

  会議録の内容に訂正がある場合は、３月１０日（金）までに連

絡するよう事務局から委員へ依頼した。 

 

議題 

⑴ 武蔵村山市緊急医療救護所活動マニュアルの検討について 

 

  マニュアルの内容を各章毎に事務局から説明し、委員へ質問や

意見を募った。 

 

（主な質問や意見等） 

○ 緊急医療救護所の設営に必要な資器材等について質問する。

日本における過去の震災等で、こういうものが必要だったとい

う資料などはあるのか伺いたい。 

● 手元に資料がないため、確認する。 

○ 医薬品以外の医療器具も市に用意してもらえるという認識で

よいか伺いたい。 

● 現在、市で備蓄している医療資器材７点セットには、一部の

医療器具も含まれているが、今後この内容が適切かどうかを審

議し、見直していく考えである。 

○ 災害時に妊産婦が普段通院している病院へ行けない場合は、武
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蔵村山病院隣接のプリンスの丘公園に開設される予定の緊急医療

救護所で対応する認識でよいか伺いたい。 

○ これまで議論してきていないため、今後の検討課題だが、現実

的には産科のある武蔵村山病院で対応せざるを得ないのではない

か。 

○ 妊婦が怪我をしていたり、産科的な部分で問題があったり、

様々なケースが考えられるので、一律に武蔵村山病院隣接の緊急

医療救護所を案内するのは違うと思う。 

○ 妊婦の場合は、特殊な対応が必要なケースがあるため質問し

た。医療救護活動全体の流れに、妊婦の事が書かれていない。 

○ 今後の検討課題とさせていただく。 

○ 緊急医療救護所閉鎖後は、市の医療救護活動拠点はいつまで活

動するのか伺いたい。 

● 市の医療救護活動拠点は、基本は緊急医療救護所の活動拠点と

いうことで、現時点では、緊急医療救護所の閉鎖とともに活動を

終了するという考えである。 

○ 緊急医療救護所が閉鎖しても、避難所等での医療活動は続くた

め、現実的には医療救護活動拠点の活動を終了は出来ないと思

う。 

○ 各病院には既に災害時のマニュアルがあり、これまでそれに沿

った訓練を行ってきた。今回、緊急医療救護所のマニュアルを作成

するのに伴い、病院のマニュアルも改定が必要になる。改定にはあ

る程度の時間を要することを承知しておいてほしい。 

● 資料編については未確定の部分が多いため、説明は省略する。

今後の会議で内容を確認し、作り上げていく考えである。 

○ 自院のBCPで、災害時には診療体制を72時間以内に回復できる

ように努めると取り決めているが、他の医療機関等の診療体制回

復時期の方針を事前に共有できるとよいと思う。災害時に自院の

対応を優先するべきか、緊急医療救護所への対応を優先するべき

かを判断する上での参考になると思う。 

○ これからそのような共有体制を作っていくべきだと思う。この

医院はいつ頃再開予定といった情報を整理し、共有できればよい

と思う。今後の検討課題である。 

○ 診療時間内の日中に災害が発生した場合には、30分以内に病院

の災害対策本部を設営して、様々な情報を集め、1時間以内には

病院の職員だけで診療場所やトリアージポストを設置することも

できると思うが、夜間や休日となると難しい。病院としては、夜

間は入院患者を守ることを大前提に行動する。発災が夜間であっ

た場合も含め、どれぐらいの人がいつ頃までにどこに集まる、と

いったような具体的にイメージができるマニュアルにするべきで

ある。病院側の体制を構築していく上でも、それが決まっていな

いと構築が難しいため、市や委員には考えてほしい。また、救護

所へ参集した医師会や薬剤師会などの先生へどの段階で引継ぎし

てよいのか、一般の診療はどうするのか、イオンモールから流れ

てくる患者に対応できるのかなど、過去の災害の状況を参考にし

ながら検討し、発災後数時間の動きを具体的に想定すべきであ

る。 

○ 発災時の武蔵村山市の震度などの情報が分かりやすく得られれ

ば、参集時に迷いなく対応できると思う。 

● 発災時は第一小学校に設置されている震度計で計測した情報が

気象庁から公表される。また、震度5弱以上であればJアラートも

配信されるので、各自情報収集し対応してほしい。 

○ 地域防災計画はインターネットで閲覧できるのか伺いたい。 
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● 市のホームページに掲載されており、希望があればＣＤ－Ｒで

のデータ提供は可能である。 

○ 立川市や東大和市といった隣接市からの来訪者への対応はどう

なるのか。協定などは締結しているのか伺いたい。 

● 避難所については近隣市との相互協定を締結している。 

○ 立川市の災害訓練に参加した際に、イオンモールの災害担当の

方が見学に来ていた。イオンモールとしての災害対応の計画をた

てているとのことだったため、その計画の内容も参考に情報収集

できればよいと思う 

● 地域防災計画に掲載されている被害想定とマニュアルに記載し

ている被害想定は別のものであるため注意してほしい。地域防災

計画は令和4年3月に修正を加えたものだが、マニュアルに記載し

ている被害想定は東京都がその後に公表したものである。東京都

がこの被害想定に基づいて計画をたてはじめている段階であり、

市区町村はまだ動いていない。ただし今後、この被害想定に基づ

いた防災計画をたてていくことになる。 

○ 負傷者は減るという想定なのか伺いたい。 

● 各被害想定は想定地震が異なるため、単純に比較できるもので

はないが、負傷者の人数だけ見ると大幅に減少している。 

○ 武蔵村山病院及び村山医療センターで令和5年度に災害訓練の

予定はあるか伺いたい。 

○ 村山医療センターは5月～夏頃までに、市と共催で実施したい

と考えている。もし可能であれば薬剤師会等の方々にも参加して

ほしい。 

○ 武蔵村山病院は秋頃に実施する予定である。院内に診療場所を

配置するのか、院外に配置するのかといった部分は、緊急医療救

護所をどのように設置するのかということが決まってから考えた

いと思っているため、夏頃までにはある程度色々なことが決まっ

ていれば嬉しい。 

○ 緊急医療救護の設置に際して、医師会だけではマンパワーが足

りないため、病院と協力して設置するしかないと思う。そして、

その体制をこれから詰めていかなければいけないと思う。 

 

⑵ その他 

 

 事務局から今後の予定を説明した。 

 

● 3月中に1回、会議を行いたいと考えており、書面開催を予定

している。新年度以降、会議を重ね、マニュアルを完成させた

いと考えている。 

 

会 議 の 公 開 ・ 

非 公 開 の 別 

☑公  開                傍聴者： ０ 人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

☑開  示 

□一部開示（根拠法令等：               ） 

□非 開 示（根拠法令等：               ） 
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庶 務 担 当 課 
健康福祉部健康推進課健康推進係 
（電話:０４２－５６５－９３１５） 

（日本産業規格Ａ列４番） 

 


